
京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市内において児童福祉法第４０条に規定する児童厚生施設である

児童館又は同法第６条の３第２項に規定する放課後児童健全育成事業（以下「放課後児童

健全育成事業」という。）を運営する団体等が、児童館・学童クラブ事業を実施する民間

施設等のトイレ男女別化・洋式化整備を実施するに当たり、予算の範囲内において補助金

を交付することについて、京都市補助金等の交付等に関する条例（以下「条例」という。）

及び京都市補助金等の交付等に関する条例施行規則に定めるもののほか、必要な事項を

定めるものである。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号の定めるところによ

る。 

（１）本市委託等事業 京都市児童館及び学童保育所条例第２条及び第４条に規定する事

業のうち本市との委託契約（京都市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条

例第７条に規定する協定を除く。以下同じ。）により実施する事業（京都市放課後ほっ

と広場事業実施要綱に基づき実施する放課後児童健全育成事業を除く）又は京都市地

域学童クラブ事業補助要綱に基づき補助金の交付を受ける団体が実施する放課後児童

健全育成事業 

（２）民設児童館等 本市委託等事業を実施する民間施設等 

（３）トイレ男女別化整備 トイレが男性用・女性用に分かれていない場合に、トイレの入

り口から男性用、女性用に分けるための工事を実施すること。 

（４）トイレ洋式化整備 和式の便器を洋式の便器に取り換える工事を実施すること。 

 

（補助対象事業者） 

第３条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、予算の範囲内で補助金を交付

する。 

（１）本市委託等事業を運営する者 

（２）その他市長が適当と認める者 

 

（補助対象経費） 

第４条 第３条に定める補助対象事業者が民設児童館等において、トイレ男女別化整備、又

はトイレ洋式化整備を実施するに当たって掛かる経費のうち、市長が適当と認めるもの

とする。 

 

（補助対象外事業） 

第５条 次の各号のいずれかに該当する事業は、補助対象外とする。 

（１） 本市委託等事業の利用者の処遇に関係のない事業 

（２） 事業実施に係る見積額が５０万円未満の事業 



（３） 国、府及び本市における他の補助制度の対象となる事業 

 

（補助金の額の算定方法） 

第６条 補助金の額は、補助事業に要した額の２分の１以内（千円未満の端数があるときは、

その端数を切り捨てた額）で、予算の範囲内で定める額とする。 
２ 前項に規定する補助金の額に１，０００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨て

るものとする。 
３ 補助金の額は１施設あたり１００万円を上限とする。 
 

（補助金の交付申請） 

第７条 条例第９条に規定する申請は、京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付申請書

（第１号様式）に次の各号に掲げる書類を添付して行わなければならない。 

（１） 建物の平面図 

（２） 現場の現況写真 

 （３）対象内容の施設整備に要する予定金額がわかるもの 

 （４）申請者に係る法人の定款又は団体規約 

 （５）前各号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める書類 

２ 申請者は、交付決定通知を受けるより前に、補助対象工事の実施に係る施工事業者との

契約締結及び工事着手をしてはならない。 

 

（標準処理期間） 

第８条 市長は、条例第９条による申請が到達してから１４日以内に条例第１０条各項の

決定をするものとする。 
 
（補助対象工事の履行期間）  

第９条 申請者は、当該年度の２月１５日までに補助対象事業を完了し、３月１５日までに

第１１条の規定に基づき実績の報告を行わなければならない。 

 

（変更の申請又は中止等の届出） 

第１０条 申請者は、交付決定通知後、補助対象工事の内容を変更しようとするとき又は補

助対象工事を中止し、若しくは廃止しようとするときは、速やかに市長と変更内容又は中

止若しくは廃止について協議しなければならない。 

２ 申請者は、補助対象事業の内容を変更しようとするときは、変更承認申請書（第２号様

式）に変更内容に関する書類を添えて、速やかに補助対象工事の変更の申請をしなければ

ならない。ただし、次に定める軽微な変更の場合はこの限りでない。 

⑴  工事種別ごとの交付予定額に変更を生じない工事内容及び当該費用の変更 

⑵  工事施工者の変更 

⑶  申請者の住所の変更  

⑷  その他市長が認めるもの 

３ 申請者は、補助対象工事を中止又は廃止しようとするときは、中止・廃止届出書（第３ 



号様式）により、速やかに補助対象工事の中止又は廃止の届出をしなければならない。 

４ 市長は、第２項の規定による申請又は第３項の規定による届出があった場合において、

当該内容が適当であると認める場合は、文書により、その旨を申請者に通知するものとす

る。 

 

（実績報告） 

第１１条 条例第１８条の規定による実績報告は、事業完了後速やかに、京都市民設児童館

等トイレ整備補助金事業実績報告書（第４号様式）に次の各号に掲げる書類を添付して行

わなければならない。 

（１）建物の平面図 

（２）対象内容の施設整備に要した金額がわかるもの（契約書及び領収書等） 

（３）対象内容の工事の完了がわかるもの（写真等） 

（４）前各号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める書類 

 

（補足） 
第１２条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、子ども若者

はぐくみ局長が定める。 
 

附 則（令和６年４月１日） 

この要綱は、決定の日から施行する。 

 

 

 



第１号様式（第７条関係） 

 

 

京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付申請書 

 

（あて先）京都市長   年  月  日 

法人の所在地 法人の名称及び理事長の氏名 

 

 

 

                 

電話    － 

 

 

 

 

 京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付要綱第７条の規定に基づき、次のと

おり申請します。 

施 設 名 称  

施 設 種 別  

所 在 地   

費 用 の 総 額  

交 付 申 請 額  

着工予定年月日   

竣工予定年月日  

 

 

 

 



第２号様式（第１０条関係） 

 

 

京都市民設児童館等トイレ整備補助金変更承認申請書 

 

（あて先）京都市長  年  月  日 

法人の所在地 法人の名称及び理事長の氏名 

 

 

 

 

電話    － 

 

 

 

 京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付要綱第１０条の規定に基づき、補助

対象事業の変更について申請します。 

施 設 名 称  

施 設 種 別  

所 在 地  

変 更 内 容  

費 用 の 総 額 
（変更前） 

（変更後） 

交 付 申 請 額 
（変更前） 

（変更後） 

着 工 年 月 日 
（変更前） 

（変更後） 

竣 工 年 月 日 
（変更前） 

（変更後） 

  ※ 変更がない項目についても記載をお願いします。 

  ※ 報告事項に応じて、適宜、写真、交付申請額の挙証資料（見積書等）を添付して 

ください 



 

第３号様式（第１０条関係） 

 

 

中止・廃止届書 

 

（あて先）京都市長  年  月  日 

法人の所在地 法人の名称及び理事長の氏名 

 

 

 

 

電話    － 

 

 

 京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付要綱第１０条の規定に基づき、補助

対象事業を中止又は廃止する旨を届出します。 

施 設 名 称  

施 設 種 別  

所 在 地   

中止又は廃止の理由  

 

  



 

第４号様式（第１１条関係） 

 

 

京都市民設児童館等トイレ整備補助金実績報告書 

 

（あて先）京都市長  年  月  日 

法人の所在地 法人の名称及び理事長の氏名 

 

 

 

 

電話    － 

 

 

 

 

 京都市民設児童館等トイレ整備補助金交付要綱第１１条の規定に基づき、次の

とおり報告します。 

施 設 名 称   

施 設 種 別   

所 在 地   

費 用 の 総 額   

交 付 申 請 額   

着 工 年 月 日   

竣 工 年 月 日   

 

 


